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　電子卓上計算機（電卓）が普及する1970年代半ばまで、オフィスの計算機といえば手回し式でした。デスクの大半
を占拠し、ガシャンガシャンチン ！ とメカニカルな音を立てる機械は、先端事務作業の象徴でもありました。そしてその
ガリバー的存在だったのがタイガーブランド。当時は手回し計算機の代名詞だったそうです。
　「計算する機械」の歴史は1645年、あの哲学者パスカルが歯車の組み合わせによって加減算ができる仕組みを考
案したことに始まります。これをきっかけに欧米各国で計算機の開発が盛んになり、さまざまな機械が登場しました。頂
点を迎えたのは2世紀後の1874年。スウェーデン人技術者オドネルが、歯が出入りする十数葉の出入り歯車をレバ
ーとハンドルで回転させ、複雑な四則演算も行える画期的な手回し式の計算機を発表し、仕組みを公開したために、一
躍世界の主流となったのです。
　日本でその波にいちはやく着目したのが、大阪で鉄工所を経営していた大本寅治郎でした。彼は4年5カ月の研究
の末、自社生産に成功。1923年、虎印（後にタイガーに改名※）計算器のブランドで販売を開始します。それは基本
構造こそオドネル型を継承しながらも、9桁の数を扱え、計算結果も18桁まで表示できるという、従来の2倍近い計
算容量を誇るものでした。その後も精度の高い製造開発技術を基盤に、各社が確実性向上やコスト削減でしのぎを削
った桁上げ・桁下げ機構で独自のシステムを編み出したり、出入り歯車を機能性の高い扇形歯車に変えるなど改良を重
ね、舶来品を凌駕していきます。
　1930年には商工省から「優良国産品」に指定され、1937年には電動式計算機の研究を完成させて国内外の特
許権を取得。1939年にはニューヨーク・サンフランシスコ万博に出展し、アメリカの業界からも絶賛されます。戦後
も後発各社を退けシェアをほぼ独占。製造に終止符を打つ1970年までに累計約50万台を世に送り出してきました。
　もともと日本にはそろばんがあり、計算機の輸入が始まった1900年頃も欧米ほど計算に不自由はしていなかった
うえ、1台の価格が木造2階建住宅並みであったため、当初はほとんど売れなかったそうです。しかし商取引の量が膨
らみ、建築物や工業製品の設計に複雑な計算が必要になるにしたがって、使いやすく乗除算に優れる計算機が注目を
集めるようになりました。おりしも1923年に起こった関東大震災の復興事業で計算機の需要が高まったことも普及に
拍車をかけたといわれています。 ※当時は国産品への信頼度が低く虎印では売り上げが伸びなかったため、舶来っぽくタイガーに変えた
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操作方法
加減算では、置数レバーで被加減数を入力し、クランクハンドルを加算は
正方向（時計回り）、減算は負方向（反時計回り）に回転させ、再び置
数レバーで加減数を入力して同じ方向にハンドルを回して解を得る。加算
を繰り返せば乗算、減算を繰り返せば除算の計算も可能だが、乗除数
が2桁以上になると現実的とはいえない。そのためキャレージを動かして、
乗除数を桁ごとに入力しハンドルを回転させる仕組みとなっている。

【積算例：123×45】
①置数レバーを動かし右（1の桁）から被乗数を3、2、1と入力する。
②クランクハンドルを正方向に5回転させる。5は乗数の1の桁の数。
③右ダイヤルに被乗数「123」、左ダイヤルに「5」が表示される。
④桁送りレバーを用いてキャレージを1桁分右に移動させる。
⑤クランクハンドルを正方向に4回転させる。4は乗数の10の桁の数。
⑥左ダイヤルの表示が乗数「45」に変わり、右ダイヤルの表示が計算

結果（積）「5535」に変わる。
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